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論文内容の要旨
厳しさなますグローバル競争のなかで、成熟期に入っている我が国の産業政策では、事業創造力の
強化や、いわゆるイノベーションの生起を促すような形の競争力の強化が焦眉の急となっている。と
ころで、近年、こうしたイノベーションの環境条件などの諸問題を、企業問の取引ネットワークの構
造との関連性で理解しようという視点が表れてきた。
しかしながら、こうした試みはいまだ絡についたばかりであり、サクセニアンの『現代の二都物語』
や、ポーターの「産業クラスター」など盆笠盟主アイデアが出されている段階である。本研究は、企
業関での縦横の取引関係や、競争と協力を含む取引関係に着目し、独自の定震的データを収集し、イ
ノベーション生成の観点からこれらの企業聞の取引ネットワークの構造をネットワーク研究として
室盆但ζ考察したものである。
そもそもイノベーションの定義に関する研究は、シュンベーター(1926)の「新結合の遂行Jが代
表的な例である。またイノベーションの分類論については、技術と市場の2つの誘因や f漸進的改良
型イノベーションJ (明石 2002)と「ラデイカル・イノベーション」、 「プロダクト・イノベーシ
ョン(製品改革)Jと「プロセス・イノベーション(工程改革)Jの類型などがある。ある産業の中
でイノベーションが起きやすいかどうかを評価する生成条件は、大きく(1)内部条件と (2)企業
ネットワークや市場などの外部条件がある。
( 1 )内部条件の代表例は、イノベーションと企業規模との関係を論じた、いわゆるfシュンベー
ター仮説(大企業の方が有利)Jがあり、多くの検証が行われてきた。その後企業規模はイノベーシ
ョンに対して、やや有利な関係があるが、規模が大きいほど生産性が下がること、また IT革命以降
は、逆に新結合が容易な中小企業がみなおされている。
(2 )外部条件のアイデアとしては、サクセニアン (2009)は、企業関ネットワークを分析し、水
平的ネットワークの「シリコンバレー」の方が、垂直的なネットワークの fルート 128Jよりもイノ
ベーションの生成と成長に有利であるとした。またポーター (2002)は、イノベーションにかかわる
集積として「クラスターJ概念を提起し、クラスターが競争に及ぼす三つの大きな影響は「入院同士
の付き合い、直接に顔を突き合わせたコミュニケーション、個人や団体のネットワークを通じた棺互
作用」に依存しているとしている。
このように、近年、企業問ネットワークとイノベーションの関係に関する視点が出てきているが、
しかしながら、そうした仮説は、定量的実証がなされているわけではない。そこで本研究では、これ
までほとんどおこなわれてこなかった、ネットワーク分析の手法を導入して、企業問ネットワーク論
の立場から、定量的に、企業関ネットワークとイノベーションとのかかわり、特に、偲々の企業のミ
クロな立場を分析することを試みたものである。
具体的には、本研究は、企業問での縦横の取引関係や、競争と協力を含む取引関係に着目し、独自
に収集した膨大な企業データを利用することにより、イノベーション生成の観点から、 4つの事例に
対し企業問の取引ネットワークの構造を分析した。
(1)第lに、 「新連携制度(中小企業庁)Jに採択された企業グループを対象に分析を行った結果、
ネットワークの構造/強さとイノベーションの関係について「平等なネットワーク」が事業化、ある
いはイノベーションの生成においても有利であること、しかし、イノベーションに限ると、 「弱い紐
帯の強さ」理論が妥当する可能性を示唆していることがわかった。
(2)第2に、 「関西地域を中心とした電池産業Jの分析を行った結果「構造的空隙をつなぐ役割を
担ラ位置にある企業」が、重要な役割を果たす企業であることがわかった。
( 3)第3に、 「金属加工技術をもとに、和釘から洋食器・器物へ産業そのものが変化し続けている
産地裂産業集積地域の代表伊iである新潟県燕地域」について分析を行った。その結果、筆者独自の考
案である「制約度の総和」という指標に注目すると、洋食器・器物関係の企業に絞ると「構造的空隙
をつなくー役割の程度jとイノベーションの生成に関係性が見出された。各工程の役割を担う製造を担
当する企業の自律性が高く、新商品開発能力に{優れた企業が存在し、これらの企業群が、従来の産業
集綴地域の枠組みを超えて、新商品だけでなく、事業転換を可能とする燕地域の活力を生み出してい
ることが想定される。
(4 )第4に、 f家庭日用品産地であるが、常に最新の材料を導入することで、シュロタワシからス
ポンジタワシへと変革を遂げた和歌山県海南地域」の企業を対象に分析を行った。その結果、 「構造
的空隙をつなぐ役割の稼度Jとイノベーションの生成に関係性が見出された。製造・卸業の自律性が
高く、自ら新商品を生み出し、海南地域の活力を生みだしていることが想定される。
( 5)さらに海南は、ニッチなマネジメントにおいて常に競争しながら進化する生態系的にも似た特
性をもっ集積地であることを示した。
(6 )関係 1: r制約度の総和Jと「イノベーション」との相関については、燕地域と海南地域とも
に「制約度の総和」が低いほど「イノベーション」の創成が多い。関係2: r制約度の総和」と「企
業規模」との相関については、燕地域と海南地域ともに椋関がみられた。関係3: r制約度の総和j
と「パフォーマンス」との相関については、燕地域では「制約度の総和」が低いほど「パフォーマン
ス」が高くなる傾向がみられた。関係4・「企業規模j と「イノベーション」との相関については海
南地域でみられたが、燕地域では、 「企業規模Jは「イノベーションj にはほとんど影響を与えなか
った。関係5: iイノベーションjと「パフォーマンス」との相関については、燕地域では相関はみ
られたが、海南地域では相関がみられなかった。関係6: r企業規模jと「パフォーマンスJとの棺
関については、燕地域と海南地域ともにみられなかった。結果として、 「制約度の総和jが「イノベ
ーションJとの相関が燕地域と海南地域ともにみられ、 「イノベーションjの説明変数としては、企
業属↑生である「企業規模Jよりも、構造腕性である「制約度の総和」の方が後れた結果となった。
論文審資の結果の要旨
本研究の結果は以下に特色がある。
本研究では、ネットワーク論の観点から、いかなる取引ネットワークの構造がイノベーションにプ
ラスに働くのかという問題意識をもって、 4つの事例の独自に収集した膨大なデータの分析について
定量的な分析をはじめておこない、以下のような結果を抽出した。
【1]各事例で、企業関連携では、イノベーション創出・マネジメント上からみて、 「平等なネット
ワークJ r弱い紐帯jをもったパターンが有利であることを示した。
( 2]個々の企業のミクロな立場を定量的に表現する上で、これまでソーシャル・キャピタル論で定
性的に指摘されていた f弱い紐帯の強さJ r構造的安隙」仮説によれば、多くの異種の情報を入手で
きる「ブリッジ(橋渡し)Jの位置にある者が有利となる可能性がある。しかしそれを、定量的に証
明する手段がなかった。筆者は、それに対して、社会ネットワーク分析論をもとに再構築した「制約
度の総和」という概念が、イノベーションの発生において、企業取引上の有利さを表現できることを
示した。産業集積地のネットワーク構造では、制約度の総和が低い、すなわち「構造的空隙をつなぐ
位置にいる企業」が、イノベーションの生産性が高く、特別な役割を果たしていることが多いことが
証明された。
( 3]事例により、イノベーションの生成に対して、企業属性である「企業規模Jよりも、構造的属
性である「制約度の総和j の方が、説明カがあることを示したロ
(4]海南等では、さらに、個々の企業が、ネットワーク内で、常に競争しながら進化する生態系的
にも似た特性をもっ構造であることを示した。
以上、本研究は、本研究では、経営学で用いられる分析指標「イノベーションJ r企業規模J rパ
フォーマンスjに加えて、ネットワーク分析指標「制約度の総和」の4つの指標、 6つの関係につい
て、分析を行った結果、イノベーションの生成に対して、企業属性である「企業規模」よりも、構造
的属性である f制約度の総和Jなどのネットワーク特性の方が、説明カがあることを示す、新たな知
見が得られたと考える。
